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病 院 理 念
私たちは誠意と思いやりを持ち、

ʻ 最幸の医療 ʼ を提供します。

基 本 方 針
1.　患者中心で安全最優先の医療を実践します。
2.　医療の質の絶え間ない向上と人間性

豊かな医療人の育成に努めます。
3.　地域から信頼され、職員が誇りを持ち、

幸せに働ける病院を目指します。
4.　地域とともに支え合い、高め合う医療連携を図ります。
5.　働く人々、地域に暮らす人々の

健康増進に貢献します。

新
年
の
ご
挨
拶

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
６
年
に
一
度
の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
の
年

で
、
国
は
団
塊
の
世
代
全
員
が
75
歳
以
上
に
な
る
超
高
齢
化
社
会
を

前
に
効
率
的
な
医
療
・
介
護
の
体
制
を
整
え
よ
う
と
、
医
療
と
介
護

の
あ
り
方
を
一
体
的
に
見
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
、
患

者
さ
ま
が
安
心
・
納
得
し
て
入
退
院
し
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
の
療

養
や
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る

得
意
分
野
を
生
か
し
な
が
ら
、
多
様
化
が
進
む
地
域
の
入
院
医
療

ニ
ー
ズ
に
き
ち
ん
と
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
医
療
機
能
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
医
療
従
事
者
の
厳
し
い
勤
務
環
境
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
病
院
に
も
働
き
方
改
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま

す
。
す
で
に
医
師
・
看
護
師
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
医
療
の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
、
さ
ら
に
効

率
化
を
図
り
、
職
員
各
々
の
専
門
性
を
発
揮
で
き
、
柔
軟
な
働
き
方

が
で
き
る
よ
う
に
制
度
や
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応
と
職
員
の
働
き
や
す
さ
の

両
立
は
、
重
点
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　
引
き
続
き
、
当
院
の
理
念
に
掲
げ
る
、
誠
意
と
思
い
や
り
を
持
っ

た
「
最
幸
の
医
療
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
力
を
合
わ

せ
て
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
く
所
存
で
す
。
ご
理
解
ご
支
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
が
今
年
一
年
、
幸
多
く
、
ご
健
康
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理事長・病院長
浜田　史洋
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日本鋼管福山病院  外来診療表（平成29年12月7日現在）
診療受付時間 総合案内 084-945-3106

予約専用 084-945-4198
は専門外来（予約制）

午前 8:30 〜11:30（整形外科 10:30 まで）　
午後 13:00 〜15:00（歯科・小児歯科 16:30 まで）

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 　 科

奥野 石木 石木 石木 吉田（智） 岡﨑（恭） 石木 和田 吉田（智） 岡本
岡本 吉田（智） 岡本 奥野 小池 箱田
今田 血液内科 岡本 糖尿病 今田 腎臓病 箱田 13:30〜15:00 小池

岡﨑（恭） 井原 箱田 箱田 岡﨑（恭） 奥野 小池 楠本 13:30〜15:00
13:30〜15:30 13:30〜15:00 13:30〜15:00 腎臓病 （隔週） 肝臓病

漢方 岡本
内分泌 リウマチ リウマチ 糖尿病 循環器内科 和田 糖尿病特定看護師 13:30〜15:00
岡﨑（恭） 膠原病 膠原病 小原 吉田（雅） 13:30〜15:00 岡﨑（眞） 禁煙

13:30～15:45 藤田 藤田 13:30〜15:00 9:00〜11:00 循環器内科 今田
9:00〜12:00 13:30〜15:00 吉田（雅） 12:30〜13:00

予防接種 糖尿病特定看護師 13:30〜13:45 予防接種
担当医 糖尿病特定看護師 糖尿病特定看護師 岡﨑（眞） 予防接種 担当医

14:00〜15:45 岡﨑（眞） 岡﨑（眞） 担当医 14:00〜15:45
13:30～14:45 14:00〜15:45

消化器内科

石木 ー 沖本 ー 石木 ー 今田 ー 石木 ー
河野 石原 箱田 沖本 岡本
楠本 武 岡田 小池

大林
今田 武（隔週） 楠本

〜10:30 （隔週）

外 　 科

浜田 ー 森木 ストーマ・肛門 渡邉 ー 浜田 ー 森木 ー
沖本 浜田 渡邉

担当医 13:30〜15:00 担当医 血管外科
9:00〜10:30 9:00〜10:30 衛藤

9:00〜11:30

乳腺外科 乳がん検診
担当医椎木 椎木 藤井 椎木 藤井 ー 藤井 椎木 椎木

整形外科

内田 予約再診 加藤 予約再診 加藤 予約再診 内田 予約再診 髙原 予約再診
檀浦 担当医 横山 担当医 中山 担当医 越智 担当医 加藤 担当医
横山 越智 中村 中村 横山
中山 スポーツ整形 リウマチ スポーツ整形 中村

髙原 肩肘関節 髙原 檀浦
14:00〜16:00 加藤 13:30〜15:00 14:00〜15:30

※最新情報はホームページをご参照ください。（ホームページ　www.nkfh.or.jp）　　　　　　
※各診療日の担当医師は学会出張や異動などにより、変更させていただく場合がありますので、ご了承ください。
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月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

小 児 科

喜多村 関本 占部 関本 喜多村 占部 喜多村 関本 喜多村 占部
占部 宇野 関本 宇野 占部 15:00〜16:30 占部 宇野 関本 15:00〜16:30
関本 宇野 宇野 担当医 関本 担当医 宇野
宇野 15:00〜16:30 担当医

15:00〜16:30
アレルギー 神経 神経 乳児検診 神経

喜多村 村上 大守 予防接種 村上 乳児検診
14:30〜16:30 14:00〜16:30 9:30〜13:30 担当医 9:15〜11:30 予防接種

第1・2・3週 14:00〜15:00 担当医
アレルギー 心臓 14:00〜15:00

喜多村 アレルギー （学校健診）
14:30〜16:30 喜多村 担当医 アレルギー
インフルエンザ 14:30〜16:30 10:00〜10:30 喜多村
予防接種 心臓 14:30〜16:30
担当医 大月

14:00～14:45 16:00〜17:00

形成外科
初・再診 初・再診

ー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー ー 皮膚レーザー 皮膚レーザー 皮膚レーザー ー 皮膚レーザー
浜田 担当医 担当医 浜田 担当医 担当医 浜田

13:30〜16:45 9:00〜12:00 13:30〜16:45 13:30〜16:45 9:00〜12:00 13:30〜16:45 13:30〜16:45

泌尿器科 荒木 荒木 ー ー ー ー 渡部 渡部 ー 担当医

眼 　 科 塚本
9:00〜11:00

塚本
9:00〜11:00ー 塚本 ー ー 塚本 ー 塚本 ー

担当医
9:30〜12:00耳鼻咽喉科 ー ー ー ー 堀内 堀内 ー ー ー

皮 膚 科 ー ー 岡 ー ー ー ー ー 中塚 ー

永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原 永原歯　 科

小児歯科
（特殊外来あり） ー ー 信家

第2･4週
信家

第2･4週
信家

第1･3･5週
信家

第1･3･5週 ー ー 信家 信家

※最新情報はホームページをご参照ください。（ホームページ　www.nkfh.or.jp）　　　　　　
※各診療日の担当医師は学会出張や異動などにより、変更させていただく場合がありますので、ご了承ください。

日本鋼管福山病院  外来診療表（平成29年12月7日現在）
診療受付時間 総合案内 084-945-3106

予約専用 084-945-4198
は専門外来（予約制）

午前 8:30 〜11:30（整形外科 10:30 まで）　
午後 13:00 〜15:00（歯科・小児歯科 16:30 まで）
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途
中
で
目
が
覚
め
る
「
中
途
覚
醒
」
に

使
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
催
眠
作
用
の

他
に
、
筋
肉
を
弛
緩
す
る
作
用
も
持
ち

合
わ
せ
ま
す
。
そ
の
た
め
足
元
の
ふ
ら

つ
き
が
生
じ
て
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
必
ず
布
団
に
入
る
直
前
に
飲
み

ま
し
ょ
う
。

　
１
９
８
０
年
代
に
な
る
と
、
従
来
の

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
の
構
造

を
変
え
る
こ
と
で
、
夜
間
に
起
こ
し
や

す
い
転
倒
の
リ
ス
ク
を
減
ら
し
た
非
ベ

ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
が
誕
生
し

ま
し
た
。
転
倒
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
の

方
に
適
し
て
い
ま
す
。
ゾ
ル
ピ
デ
ム
錠

は
効
き
目
が
早
く
現
れ
て
早
く
消
失
す

る
た
め
、
寝
つ
き
の
悪
い
「
入
眠
障

害
」
に
使
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
ベ
ン

ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
と
違
い
、
超

短
時
間
型
の
み
で
あ
り
、
途
中
で
目
が

覚
め
る
「
中
途
覚
醒
」
に
は
使
い
づ
ら

い
薬
で
す
。

　

21
世
紀
に
は
自
然
に
近
い
睡
眠
を

目
指
し
た
薬
が
誕
生
し
ま
す
。
ま
ず
、

２
０
０
８
年
に
ロ
ゼ
レ
ム
錠
の
登
場
で

す
。
こ
れ
は
、「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
体
内
時
計
を
調
節
す
る
脳
内
の

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
助
け
る
こ
と
で
自

然
な
眠
気
を
誘
う
薬
で
す
。
昼
夜
逆

転
・
時
差
ぼ
け
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

単
独
で
の
効
き
目
は
弱
い
と
も
言
わ
れ

ま
す
が
、
反
対
に
大
き
な
副
作
用
が
少

な
く
安
全
性
の
高
い
薬
で
す
。

　
そ
し
て
２
０
１
４
年
に
、
脳
の
覚
醒

と
睡
眠
の
シ
ー
ソ
ー
を
睡
眠
の
方
向
へ

と
傾
け
、
自
然
の
眠
り
へ
導
く
ベ
ル
ソ

ム
ラ
錠
が
登
場
し
ま
し
た
。
ベ
ン
ゾ
ジ

ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬
で
は
、
作
用
時
間

に
よ
る
使
い
分
け
が
必
要
で
し
た
が
、

こ
の
薬
は
入
眠
障
害
と
中
途
覚
醒
の
両

方
に
効
果
が
あ
り
、
睡
眠
薬
の
併
用
を

減
ら
せ
る
薬
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
薬
は
飲
み
合
わ

せ
に
よ
り
効
き
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
睡
眠

薬
に
も
個
性
が
あ
る
た
め
、
症
状
に

よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
は
人
生
の
約
３
分
の
１
を
眠
っ

て
過
ご
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠

に
は
疲
労
回
復
、
か
ら
だ
の
成
長
お
よ

び
免
疫
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
役
割
が

あ
り
、
と
て
も
重
要
で
す
。
睡
眠
薬
は
、

正
常
な
睡
眠
に
類
似
し
た
状
態
を
作
り

出
す
も
の
で
す
。
今
日
ま
で
に
様
々
な

薬
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
開
発
の

経
緯
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
１
９
６
０
年
頃
、
も
と
も
と
は
抗
不

安
薬
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
中
に
催
眠
作
用
を
も
つ
化
合
物
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
睡
眠
薬
と
し
て
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
薬
の

効
果
を
感
じ
や
す
い
こ
と
も
あ
り
、
今

日
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
効
果
を
発
現
さ
せ
た
い
時
間

に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。
ブ
ロ

チ
ゾ
ラ
ム
錠
は
効
き
目
が
早
く
現
れ
て

早
く
消
失
す
る
た
め
、
寝
つ
き
の
悪
い

「
入
眠
障
害
」
に
使
い
ま
す
。
フ
ル
ニ

ト
ラ
ゼ
パ
ム
錠
は
、
効
き
目
が
長
く
、

短時間型
ブロチゾラムＯＤ錠

中間型
フルニトラゼパム錠

　
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬

　
そ
の
他
の
睡
眠
薬

　
非
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
睡
眠
薬

シリーズ●薬の豆知識 44

睡眠薬の
違いってなぁに？

〜薬剤科〜

超短時間型
ゾルピデム錠

ロゼレム錠

ベルソムラ錠
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歯
周
病
と
虫
歯
は
口
の
中
で
起
こ
る
二
大
感

染
症
で
、
原
因
菌
と
感
染
場
所
が
違
い
ま
す
。
ま

ず
歯
周
病
は
歯
周
組
織
の
感
染
症
で
歯し
こ
う垢
（
細
菌

性
プ
ラ
ー
ク
）
中
の
歯
周
病
菌
に
感
染
す
る
こ
と

で
起
こ
り
、
進
行
す
る
と
歯
肉
が
腫
れ
て
変
色
し
、

腫
れ
た
り
引
い
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
徐
々
に

顎
の
骨
が
溶
け
て
歯
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
方
、
虫
歯
は
歯
の
感
染
症
で
歯
垢
（
細
菌
性

プ
ラ
ー
ク
）
中
の
虫
歯
菌
に
感
染
す
る
こ
と
で
起

こ
り
、
菌
が
歯
を
溶
か
し
て
穴
を
あ
け
、
奥
に
進

行
す
る
ほ
ど
痛
み
が
激
し
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
　
実
は
歯
槽
膿
漏
は
、
重
度
の
歯
周
病
の
こ
と

で
す
。
歯
周
病
は
歯
肉
炎
と
歯
周
炎
の
２
種
類
あ

り
、
歯
肉
に
炎
症
を
起
こ
す
歯
肉
炎
か
ら
始
ま
り
、

歯
周
組
織
全
体
が
破
壊
さ
れ
た
歯
周
炎
へ
進
行
し

ま
す
。
歯
周
炎
は
一
昔
前
ま
で
歯
槽
膿
漏
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
歯
周
病
と
い
う
名
称

が
一
般
的
で
す
。

　
歯
周
病
は
「
細
菌
」「
患
者
自
身
」「
環
境
」
の

三
つ
の
危
険
因
子
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
症
し
、

進
行
し
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
要
因
が
全
て
重
な
る

と
、
発
症
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
ど
れ

か
一
つ
に
当
て
は
ま
る
場
合
で
も
注
意
は
必
要
で

す
。

　
　
★
が
付
い
て
い
る
項
目
全
て
に
該
当
し
て
い

る
場
合
は
重
度
の
歯
周
病
で
あ
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
た
め
、
す
ぐ
に
治
療
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

歯周病について
歯科長　永原　隆吉

Ｑ1 Ａ１　

Ｑ3 Ａ3　

Ｑ2 Ａ2　

歯
周
病
と
虫
歯
は

関
係
あ
り
ま
す
か
？

歯
槽
膿
漏
か
も
？
と
自
分
で
気

づ
く
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

歯
周
病
と

歯
槽
膿
漏
は
違
う
の
？

■ 歯槽膿漏チェックリスト

□歯肉が時々赤く腫れる □起床時に口の中がネバネバする
□歯肉がむずむずしてかゆい □歯肉を押すと血や膿が出る
□歯が浮いた感じがして腫れぼったい □口臭を指摘された・自分で臭いと感じる
□冷たいものがしみる □「サ行」の発音がしにくい
□歯を磨くと歯肉から出血する □歯を押すとぐらぐらする★
□下の前歯の裏側に歯石が付いている
　（ザラザラした感じがする）

□歯肉が下がり、歯が長くなった感じがする★
□以前とは歯並びが変わったような気がする★

0～ 2個：健康な歯、歯肉です。
3～ 4個：歯周病の可能性があります。
5個以上：歯周病である可能性がきわめて高いです。
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次
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
自
分
が
ど
の
程
度

歯
周
病
に
な
り
や
す
い
か
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
危

険
度
が
低
・
中
・
高
と
上
が
り
、
さ
ら
に
当
て
は

ま
る
項
目
が
増
え
る
に
つ
れ
、
歯
周
病
に
な
る
可

能
性
は
高
ま
り
ま
す
。

　
歯
周
病
は
以
前
か
ら
、
糖
尿
病
の
合
併
症
の
一

つ
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
糖
尿
病
の
人

は
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
歯
周
病
に
か
か
っ
て

い
る
人
が
多
い
と
い
う
疫
学
調
査
が
複
数
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
最
近
、
歯
周
病
に
な

る
と
糖
尿
病
の
症
状
が

悪
化
す
る
と
い
う
逆
の

関
係
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

歯
周
病
と
糖
尿
病
は
、

相
互
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
合
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。
歯
周
病

治
療
で
糖
尿
病
も
改
善

す
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

 

☆
次
号
で
は
、
歯
周
病

の
治
療
や
セ
ル
フ
ケ
ア

に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝

え
し
ま
す
。　

Ｑ5 Ａ5　

Ｑ4 Ａ4　

歯
周
病
に
な
り
や
す
い

体
質
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

糖
尿
病
の
治
療
中
で
す
が
、
先
生

か
ら
定
期
的
な
歯
科
受
診
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。ど
う
し
て
で
す
か
。

■ 歯周病危険度チェックリスト

危険度：低

危険度は低いですが 1つでも当てはまれば「歯周病になる可能性がある」と自覚を。
定期健診を受けましょう。

□ 40歳代である □思春期の女性である □妊娠中である

□家族に喫煙者がいる □運動不足だ □しばしば深酒をする

危険度：中

1つでも当てはまれば「歯周病になりやすい」状態。早めに歯科医院を受診してください。

□ 50歳代である □肥満である □ストレスをためやすい

□親が歯周病だ □骨粗しょう症である □甘いものが大好きだ

危険度：高

1 つでも当てはまれば歯周病になっている可能性が高いので、すぐに歯科医院へ。
放置すれば重症化する危険があります。

□ 60歳代以上である □習慣的に喫煙をしている □毎日ブラッシングをしていない

□かかりつけの歯科医院はない □長期間歯の定期受診を受けていない □更年期である（女性）

□糖尿病患者である □歯ぎしりをする癖がある □親が40歳代にして総入れ歯だ

6 丘の上の風だより　第62号



　
前
回
、
乳
が
ん
検
診
で
要
精
密
検
査
と
な
っ
た

と
き
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
検
査
を
行
っ
て
い
く

の
か
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
精
密
検
査

で
乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
の
こ
と
を
ご
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
が
ん
の
治
療
法
に
は
、
手
術
・
薬
物
療
法
・

放
射
線
療
法
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
患
者
さ
ん
の

状
態
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を

行
い
ま
す
。
治
療
法
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

乳
が
ん
の
進
行
度
合
い
（
が
ん
の
大
き
さ
や
広
が

り
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
状
態
）
や
、
が
ん
細
胞
の

性
質
（
サ
ブ
タ
イ
プ
）、
全
身
状
態
な
ど
の
情
報

を
も
と
に
、
患
者
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
治
療
内

容
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
担

当
医
や
各
施
設
が
独
自
の
や
り
方
で
治
療
法
を
決

め
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現

在
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
「
標
準
治
療
」

が
あ
り
ま
す
。「
標
準
治
療
」
と
は
、

「
世
界
中
の
研
究
の
成
果
を
基
に
し

た
、
現
時
点
で
患
者
さ
ん
に
最
も
効

果
が
期
待
で
き
、
安
全
性
も
確
認
さ

れ
た
最
善
の
治
療
」
で
す
。
乳
腺
専

門
医
の
い
る
病
院
で
は
、
日
本
全
国

で
「
標
準
治
療
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
標
準
治
療
を
補
っ
た

り
、
そ
の
代
わ
り
を
行
っ
た
り
す
る

も
の
と
し
て
、
補ほ

か
ん
だ
い
た
い
り
ょ
う
ほ
う

完
代
替
療
法
に
関

心
を
持
つ
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
補
完
代
替
療
法

と
し
て
は
、
健
康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
注
目

さ
れ
ま
す
が
、鍼
、灸
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、心
身
療
法
、

免
疫
療
法
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
い
わ
ゆ

る
「
民
間
療
法
」
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
補
完
代
替
療
法
に
は
、
が
ん
に
対
す
る

治
療
効
果
を
科
学
的
に
証
明
さ
れ
、
治
療
法
と
し

て
勧
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
が
ん
治
療
の
効
果
を
弱
め

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
補
完
代
替

療
法
に
つ
い
て
は
よ
く
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
必
ず
担
当
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
最
善
の
治
療
を
受
け
る
に
は
、
担

当
医
に
標
準
治
療
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
も

ら
い
、
理
解
を
し
た
う
え
で
、
自
分
の
希
望
（
一

番
大
切
な
こ
と
や
、
ど
う
い
う
生
活
を
し
た
い
の

か
な
ど
）
を
伝
え
、
担
当
医
と
治
療
方
針
に
つ
い

て
よ
く
話
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

乳がんの治療　―標準治療について―
乳腺外科主任医師　藤井　清香

乳
が
ん

経
過
観
察

薬
物
療
法

化学療法
ホルモン療法
分子標的治療

乳房温存手術
乳房切除術
（±乳房再建術）

放射線療法

（術前・術後）

全身状態・臓器機能診断

患者さんの希望

広がり診断

予後因子・予測因子診断
確
定
診
断

治
療
方
針
の
決
定

手
　術

全
身
治
療

局
所
治
療

患者さんのための乳がん診療ガイドライン（2014 年版・2016 年版）
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看
護
部
教
育
委
員
会
の
新
た
な
企
画
と
し
て
、

９
月
２
日
に
院
外
で
新
人
看
護
師
１
日
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
、
餃
子
の
皮
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理
を
作
り

ま
し
た
。
レ
シ
ピ
を
作
成
し
、
買
い
出
し
を
行
い
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
理
を
し
ま
す
。
餃
子
、

ピ
ザ
、
デ
ザ
ー
ト
餃
子
な
ど
様
々
な
種
類
の
ア
レ

ン
ジ
餃
子
が
各
グ
ル
ー
プ
１
０
０
個
以
上
出
来
上

が
り
、
会
話
の
弾
む
中
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま

し
た
。
新
人
看
護
師
か
ら
は
「
調
理
同
様
、
日
々

の
看
護
業
務
の
中
で
も
協
力
体
制
が
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
嬉
し
い
気
づ
き
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　　
さ
ら
に
、
自
分
に
向
き
合
い
自
分
を
知
る
こ
と

で
行
動
や
思
考
を
変
化
さ
せ
、
自
己
成
長
に
繋
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
己
啓
発
ゲ
ー
ム
と
絵

に
よ
る
自
己
表
現
も
行
い
ま
し
た
。
自
己
啓
発
の

た
め
の
輪
く
ぐ
り
ゲ
ー
ム
で
は
、
創
意
工
夫
と
協

力
姿
勢
を
、
絵
に
よ
る
自
己
表
現
で
は
他
者
か
ら

見
た
自
分
な
ど
、
自
身
に
つ
い
て
の
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
「
自
己
だ

け
で
な
く
、
他
者
の
内
面
を
知
り
、
相
手
を
理
解

す
る
必
要
性
を
感
じ
た
」
と
い
う
感
想
を
聞
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ひ
と
つ
の
こ
と
を
協
働
し
作
り
上
げ
る
こ
と
か

ら
新
人
の
交
流
も
深
ま
り
、
実
り
多
き
研
修
と
な

り
ま
し
た
。
病
院
か
ら
離
れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
で

き
、
教
育
委
員
も
共
に
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
看
護
部
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ル
Ⅰ
担
当　
笠
谷
陽
子

グループワークで餃子の皮のアレンジ料理に挑戦中

輪くぐりゲームでは知恵をしぼって 1 枚の A4 用紙
と 1 本のはさみからグループ全員が入れる 1 つの
輪を切り出しました

新人看護師１日研修
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健康ノート

　
当
院
東
棟
１
階
の
奥
に
健
康
管
理
科
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
健
康
管
理
科
で
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
西
日
本
製
鉄
所
お
よ
び
関
連
企
業
の
健
康
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
は
年
間
延
べ

４
万
３
千
件
の
健
診
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

企
業
と
そ
こ
で
働
く
方
々
を
守
る
た
め
の
医
師
で
あ

る
「
産
業
医
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
産
業
医
と
は

　
産
業
医
と
は
事
業
所
に
お
け
る
労
働
者
の
健
康
管

理
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
指
導
、
助
言

を
行
う
医
師
を
い
い
ま
す
。
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

り
、
従
業
員
50
人
以
上
の
事
業
所
で
は
産
業
医
の
選

任
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
医
の
要
件
と
し
て
は
、
医
師
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な

医
学
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
要
件
を
備
え
た
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
医
は
契
約
先
の
労
働
者
に
対
し
て
、
労
働
者

の
健
康
管
理
、
就
業
制
限
や
就
業
上
の
配
慮
に
関
す

る
助
言
と
指
導
、
休
職
や
復
職
の
判
断
、
労
働
衛
生

教
育
、
労
働
環
境
や
健
康
の
維
持
・
増
進
に
対
す
る

指
導
、
必
要
に
応
じ
た
就
業
の
制
限
、
就
業
上
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
指
示
、
疾
病
と
業

務
の
関
連
性
の
判
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
臨
床
医
（
主
治
医
）
は
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

患
者
さ
ま
に
対
し
て
検
査
や
診
断
、
治
療
を
行
い
ま

す
。

産業医ってなぁに？
健康管理科長　今田　貴之

図１
産業医の業務
・ 職場巡視

・ 安全衛生委員会参加

・ 作業環境による健康リスクの評価と改善

・ 健康教育・労働衛生教育

・ 健康診断と事後措置

・ 過重労働者面談

・ メンタルヘルス対策
（休職者・復職者面談と支援、
高ストレス者への面談）

・ 健康教育

図 2
産業医と臨床医の違い

産業医 臨床医（主治医）
活動場所 事業所（事務所・工場など） 病院・クリニック

対 象 者
従業員

（健康な人から心身の状態がすぐれ
ない人まで）

病気や怪我の人
受診した人

業務内容

就労上の配慮や就労可否の判断
労働環境や健康全般に対する指導

診断・治療は行わないが、医学的
知識をもって従業員と会社の中立
的立場から助言・指導・サポート
を行う

診察・検査・治療

立 場 従業員と会社の中立的立場 患者さまの立場
事業者へ 勧告権あり 勧告権なし

　
産
業
医
と
臨
床
医
（
主
治
医
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
業
務
の
違
い
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健康ノート

　
職
場
巡
視
の
一
例
と
し
て
事
務
所
の
場
合
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。
事
務
所
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
業
務
は
、

健
康
被
害
な
ど
無
縁
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
こ
に
も
腰
痛
、
肩
こ
り
、
眼
精

疲
労
、
頭
痛
、
転
倒
災
害
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
受

動
喫
煙
な
ど
多
く

の
健
康
障
害
の
原

因
と
な
る
要
因
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
以
下
の
よ
う
な

視
点
を
も
っ
て
職

場
を
み
て
ま
わ
り

ま
す
。（
図
３
）

　
一
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
、
温
度
、
湿
度
、
照
度
、
ほ

こ
り
や
空
気
汚
染
、
実
は
便
器
の
数
な
ど
ま
で
細
か

い
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
被
害
を
起
こ

さ
な
い
た
め
、
快
適
な
職
場
と
な
る
よ
う
、
こ
う

い
っ
た
規
則
を
遵
守
し
た
う
え
で
、
そ
の
職
場
に
応

じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
就
業
上
の
配
慮
、
例
え
ば
、
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き

が
あ
る
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
主
治
医
は
検

査
や
薬
で
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
産
業
医
は
薬
で
の

治
療
を
行
い
ま
せ
ん
。
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る
か

ど
う
か
を
考
え
ま
す
。
め
ま
い
が
あ
る
場
合
、
ふ
ら

つ
き
に
よ
る
転
倒
・
転
落
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
高

所
で
の
就
業
を
制
限
し
、
一
時
的
に
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
・
軽
作
業
へ
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ
う
職
場
に
働

き
か
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
病
状
は
変
化
し
て
い
く
の

で
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
対
応
を
す
る
に
は
、
職
場
や
業
務
内
容
を

把
握
し
、
職
場
と
の
連
携
が
必
要
な
た
め
、
職
場
巡

視
や
労
働
者
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
さ
い
ご
に

　

産
業
医
の
目
的
は
労
働
者
の
健
康
を
守
る
こ
と
で

す
。
特
に
最
近
で
は
長
時
間
労
働
と
精
神
的
な
健

康
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
約
１
割
の
方
を
高
ス
ト
レ
ス
者
と
し
て
拾
い

上
げ
る
よ
う
に
設
定

す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
面
談
希
望
者

は
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
高
ス
ト
レ

ス
と
判
定
さ
れ
た
方
、

最
近
疲
れ
て
い
る
な

と
感
じ
る
方
は
産
業

医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

図 3
職場巡視（事務所の場合）
・ 事務所の衛生基準
・ 快適職場づくり
・ ＶＤＴ作業
・ 喫煙対策
・ シックハウス症候群
・ 腰痛予防対策
・ 安全、防災対策
・ 過重労働、メンタルヘルス対策

　
で
は
分
か
り
や
す
く

　
　
具
体
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う

ケ
ー
ス
１

ケ
ー
ス
２
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「
地
域
連
携
室
っ
て
何
？　

ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
」
と

い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
地

域
連
携
室
で
は
、
看
護
師
や
社
会

福
祉
士
、
事
務
職
と
い
っ
た
多
職

種
の
職
員
が
役
割
を
分
担
し
、
協

力
、
連
携
し
な
が
ら
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
社
会
福
祉

士
は
、
病
気
や
障
害
、
生
活
状
況

な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て
、
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
方
の
相
談
を
受
け
、
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
福
祉
士
の
山
村
さ
ん
と
土

居
さ
ん
は
、
地
域
連
携
室
の
要
と

し
て
、
前
方
・
後
方
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
で
日
々
院
内
を
駆
け
回
っ
て

い
ま
す
。　

　
山
村
さ
ん
は
三
児
の
母
、
土
居

さ
ん
は
一
児
の
父
と
し
て
、
子
育

て
や
家
庭
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

仕
事
に
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
地
域
連
携
室
で
は
、
患
者
さ
ま

に
寄
り
添
っ
た
、
や
さ
し
く
丁
寧

な
対
応
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま

す
。
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ

れ
ば
、
遠
慮
な
く
地
域
連
携
室
を

お
尋
ね
く
だ
さ
い
ね
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
連
携
室
・
陶
山
貴
美
子
）

地域連携室
山村　博美 さん
土居　照幸 さん
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か
り
、
痛
み
が
発
症
し
や
す
く
な
る
の

で
す
。

　
ま
た
背
骨
は
、
身
体
を
興
奮
状
態
に

さ
せ
る
交
感
神
経
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
心
と
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
る
為
に
も
ス
ト
レ
ッ
チ
で
胸
郭

（
背
骨
）
の
柔
軟
性
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
そ
れ
で
は
柔
ら
か
い
胸
郭
を
め
ざ
し

て
、
胸
郭
を
捻
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
「
気

楽
に
」
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
胸き
ょ
う
か
く郭を
柔
ら
か
く
す
る
ス
ト

レ
ッ
チ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

胸
郭
は
腰
の
上
に
位
置
し
て
お
り
、
背

骨
の
一
部
で
あ
る
胸き
ょ
う
つ
い椎と
肋ろ
っ
こ
つ骨
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胸
郭
の
上
に

は
肩
甲
骨
が
位
置
し
て
お
り
、
胸
郭
は

肩
甲
骨
の
土
台
で
す
。

　
日
常
生
活
で
胸
郭
に
つ
い
て
意
識
す

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
現

代
人
は
運
動
量
が
少
な
く
、
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
な
ど
一
定
の
姿
勢
や
動
作
を
と

り
続
け
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
胸
郭
の

柔
軟
性
は
衰
え
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
加
齢
等
に
よ
り
関
節
の

可
動
域
、
筋
肉
を
伸
ば
せ
る
長
さ
は
低

下
し
ま
す
の
で
、
胸
郭
全
体
の
可
動
域

も
低
下
し
、
結
果
と
し
て
胸
郭
の
上
下

に
位
置
す
る
肩
関
節
や
腰
に
負
担
が
か

①　胸郭を捻る運動

②　胸郭を捻る運動

　　指先だけでなく肩、肘、手をしっかり捻りましょう。10 回× 2 セット

　　おへそを前に向けたまま、みぞおちを中心に捻りましょう。左右とも 3 〜 5 回× 2 セット

モデル：淺原理学療法士　

　
肩
こ
り
・
腰
痛
改
善

　
　
　
　
　
第
2
弾

モ
ッ
キ
ー
の

モ
ッ
キ
ー
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
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読者
コーナー 　

11
月
11
日
（
土
）
に
労
働
会
館
み
や
び

に
お
い
て
院
内
医
学
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
従
来
は
看
護
部
門
の
研
究
発
表
の
み

で
し
た
が
、
今
年
度
は
医
師
を
は
じ
め
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
や
事
務
部
門
の
発
表
も
実
施

し
、
看
護
部
門
７
テ
ー
マ
、
医
師
２
テ
ー

マ
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
８
テ
ー
マ
、
事

務
部
門
３
テ
ー
マ
、
計
20
テ
ー
マ
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
５
０
人
余
り
の
職
員
が
聴
講
す

る
な
か
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
看
護
部
門
の

発
表
に
関
し
て
は
福
山
平
成
大
学
の
先
生

に
講
評
を
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
特
に
医

師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
の
発
表
は
、
日

頃
耳
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
発
表
内

容
も
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ

れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
の
実
施
内
容
に
関
し
て
は
、
今
回

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
し
な
が
ら

よ
り
質
の
高
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。（

教
育
委
員
会　
小
林
）

　
皆
さ
ん
は
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」「
全

国
糖
尿
病
週
間
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

事
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
と
は
、
青
い
丸

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
ブ
ル
ー
サ
ー
ク

ル
」
を
用
い
て
世
界
中
で
糖
尿
病
予
防
啓

発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
日
の
こ
と
で
、

毎
年
11
月
14
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
福
山
で
は
水
呑

大
橋
が
青
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
「
全
国
糖
尿
病
週
間
」
で
は
全
国

で
糖
尿
病
発
症
予
防
と
糖
尿
病
重
症
化
予

防
の
た
め
の
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
糖
尿
病
週
間
は
11
月
13
〜
19
日
で
、

当
院
で
は
11
月
９
日
に
「
み
ん
な
に
糖
尿

病
を
知
っ
て
も
ら
お
う
！
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
玄
関
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
私
は
血
糖
測
定
係
と
し
て
入
院

患
者
さ
ま
か
ら
外
来
受
診
患
者
さ
ま
な

ど
、
色
々
な
方
と
楽
し
く
お
話
し
し
な
が

ら
血
糖
値
を
測
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、
糖
尿
病
と
い

う
病
気
は
皆
が
知
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
糖
尿
病
の
既

往
歴
の
あ
る
方
、
な
い
方
様
々
で
し
た

が
、
皆
が
病
気
を
知
っ
て
い
て
、
多
く
の

人
が
発
症
・
重
症
化
し
な
い
よ
う
意
識
し

て
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
糖
尿
病
デ
ー
へ
の
参
加
で
、
皆

さ
ん
の
糖
尿
病
の
認
知
度
や
関
心
度
の
高

さ
を
実
感
し
た
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に

啓
発
活
動
に
参
加
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま

し
た
。

（
南
４
病
棟　
中
島
）

院
内
医
学
祭

糖
尿
病
デ
ー

看護部門の会場の様子

玄関ホールで血糖測定の体験と栄養相談を実施

今回の開催案内
ポスター
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読者
コーナー 　

11
月
18
・
19
日
に
松
山
市
で
開
か
れ
た

医
療
の
改
善
活
動
全
国
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
は
Ｔ
Ｑ
Ｍ
（Total 

Q
uality M

anagem
ent

・
全
員
、
全

体
で
医
療
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
継
続
的
に

向
上
さ
せ
る
）
推
進
協
議
会
に
登
録
し
て

い
る
全
国
の
医
療
機
関
が
取
り
組
ん
だ
改

善
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
今
年
は

１
３
７
サ
ー
ク
ル
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
院
か
ら
は
院
内
Ｑ
Ｃ
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
南
４
病
棟
と
臨
床
病
理
科
の
２
サ
ー

ク
ル
が
発
表
し
ま
し
た
。

　
ど
の
サ
ー
ク
ル
も
患
者
さ
ま
を
一
番
に

考
え
た
発
表
で
し
た
。
当
院
の
２
サ
ー
ク

ル
は
惜
し
く
も
優
秀
賞
受
賞
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
院
に
負
け
な
い
ほ
ど

の
素
晴
ら
し
い
発
表
で
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

　
医
療
の
現
場
は
患
者
さ
ま
を
中
心
に
多

職
種
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
医
師
は
も
ち

ろ
ん
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
臨
床

検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
等
が
い
ま
す
が
、

今
回
の
聴
講
を
振
り
返
る
と
多
職
種
と
の

連
携
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
看
護
師
と
し
て
病
院
職
員
の
一
人

と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
大
会

で
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

な
が
ら
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

（
西
３
病
棟　
佐
藤
）

医
療
の
改
善
活
動
全
国
大
会

◆毎回表紙を楽しみにしています。今回も皆
さんの笑顔がいいですね。スタッフ紹介も紹
介する方の文章力と愛情（？）にクスッと笑っ
てしまいます。

◆肩こりに悩まされていたので肩こり・腰痛
体操がとても参考になりました。
就寝前に体操をして今よりも少
しでも楽に過ごしたいです。

◆初めて拝見させて頂きました。なかでもＭ
ＲＩ検査は今回初めて受けたので興味をもっ
て読みました。プレゼントクイズのエコー画
像もおもしろかったです。「素人に分かるん
か？」と思いつつよーく見ると「何か…か…
形が…」うけました！バックナンバーも見て
みたいです。閲覧できますか？

☆編集担当より☆
●プレゼントクイズ、楽しんでいただけて嬉
しいです。丘の上の風だよりのバックナンバー

は当院のホームページでもご覧
いただけます。職員手作りの広
報誌をぜひお楽しみください。

読者コーナーではお寄せいただいたご感想・
ご意見を紹介しています。編集の都合上、主
旨を変えず文章に手を入れることがあります。
皆さまのお便りをお待ちしています。

参加者全員で記念撮影
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編集後記
平成３０年！戌年です。「ここ掘れワンワン！」
一生懸命、足元を掘り起こせば自分の宝物が見つかるかも…と信
じて、１年過ごしていこうと思います。今年も編集部一同新しい
アイデアを出しつつ発行に尽力していきます。今年もご愛読宜し
くお願い致します。看護部　Ｎ・Ｅ

丘の上の風だより　第 62 号
発行 / 医療法人社団　日本鋼管福山病院
〒721-0927　広島県福山市大門町津之下1844番地
電話（084）945-3106 ㈹　FAX（084）945-3564　
E メール info@nkfh.or.jp 　ホームページ www.nkfh.or.jp
印刷 / ㈱小山オフセット印刷所 電話（084）922-0280

ご住所　〒

お名前

人気第１位
人気第２位
人気第３位
人気第４位
人気第５位

A：ごま団子
B ：ツイストドーナツ
C ：メロンパン
D：カレーパン
E ：塩バターパン

にＡ～Ｅで解答をお書きください。

「丘の上の風だより」のご感想をお聞かせください。

↓（官製はがきに貼ってお使いください）↓

前号（61号）の正解
A －４　B －３　C －２　D －１

正解者のうち 10 名さまにベーカリーカフェ・サングリーンで
使える ｢お好きなパン５点を選べる無料クーポン券｣ を差しあ
げます。（当選は景品の発送をもってかえさせていただきます）
●締　　切　　2018年2月28日必着
●応募方法
回答用紙を切り取り、当院玄関を入って右に設置の「クイズ
応募ボックス」に投函いただくか、ご郵送ください。

A B

C

D E

当院のベーカリーカフェ・サングリーンで大人気の
パン、売上げベスト５を予想してください。
写真（ＡからＥ）の中からそれぞれの順位を予想し
解答用紙に記入してください。

〒 721-0927
広島県福山市大門町津之下 1844 番地
　日本鋼管福山病院
　　　丘の上の風だより　クイズ係　行

クイズの解答


